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　　　　　　　　　　午後’2時4》5時

　　一2：場　　所〆・宇宙開発委員会会議室　　・’

：1：’

　　　．肇噸1．伺郷回宇宙醗委員会（定例蜘

　　　　　　　　　　議事要旨（案）

　　　委一↑4轍2・宇鯛発委員会筋部餓告書　　　一、

　　臥出席者脅．

　　　　轄饒類簸誌代秘．・吉識雅夫
ノ　　〃㌻頚　　　・斎藤三文

　　　　　　　〃”グ　　 　　　井上啓次郎，

　　　　　　　〃　　〃　　’　唖　大塚㌧茂

！　説明考　　　　　　　　　　　　　．
　　　軸醗委員会第一弓長　　　中。．蒋
　　　　　　　”　　　第一部会衛星系分科会長　　野　村　民　三一、

　　　関係省庁職員等

　　　　科学疲三二研究調整局長　”　　　　加　藤　泰　丸

　　　一文部省学術国際局審議官　　　　　　　　大　崎　　仁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理Σ横山）’

　　　　一　　　’　　．　　一　1　肝

　　　　　　　　　’・一’　ゴー，∫∵戸（代聯弾）一，

　　　　　　〃蹴総点一・＿三三勾

　　　　　建裏曲大話房漏欝嫉．翻峯七毒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：石療）

　　　　　科学技術庁研究調整局宇宙企醸長一’吉’村晴蛤

　　　　　　　：”　”’轄国記長．・！，韓川英雄

　　　　　　　グ㌃∴騨弓長’　暁●

　　　6議　婁
　　　　（・）前壷講要旨の鵜、　　　＼ご

　　　　　　　　　　　　　　　一一　2　一．



卜 　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　r　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　ノ　　．

　「　　　　、　　　　　　　　　　　　：、，：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
’＜（2）第二部会の審諦果に・う二いてゴ・

　　　回議第デ部会蹴り’〉資料二一縁・一2に基づいそ翻

　　　　中月’螂会報膳のとりまとめの擦に潤係省庁に対1レて、蔀齢

　　　　　　遂行⑳ため⑳予算の1獲得に努力するよう要望ずる旨の発言菊慧～　一　ご

　　　　　　従来の考え方は・伺柵究所が文部省宇宙蒋学研究所に吊紐ざ，・

　　’　　　れ孝ことに伴って変更を生ずる・か否がめ賓問演出一されヤ吉識．

　　　　　　委員長代理より、．肇更はない旨σ阿容がなされた。、

、．　また、第一融灘分科会で、そ緬の報告書に示しだ　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i｝
　　　　　　’師な基本問題濃起さ糠が槻1燗西面出すことば　　il

　　　　　　できなかった・来年の鰍融及び鯛会の購燗た合ゲ・

　　　　　　よう門訴三つい室頚今が大綱舗嘉するよちな捲∫

　　　　　　．針を検討鵡ことが三まいζ灘匹る・

●　騨：醜鯉1肌GS』1）につレ・鱒・一直灘鱒か．
’　ら強い翠が馨れているρ！・予算碗緬も・ζで・・鯉ど

　　　　　　して開発するのは困難であるので∵’珪一工ロケット（2段式）欄

　　　　　　試験機のペイロ・一ドとして実現する1ご’ととした。

　　　　　　　雛鯉5号（GSら3）にっし・で‘ま樋信解2与に零・一

　　　　　　るサービ不の中断を防ぐため、62年度頃に打ち上げるごと

　　　　　　で分科会としτ親の一致をみたが寸心6諸元たついては
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1∫’蝿回者機記田う∵とξと嫌6幡柵謬∫…

㌧．．旧臣締衛星（鱗φ筑晦煽激訟ジ滋
　　？沸ツとして醒を糊す誕弩騰撫三叉呪三訂しひ．1，

　　を宥うことと礒・・なお・航窓梅厳・術衛星に三三麟痛塾，

　　蘇畑rl々ケット（鍛三三験弓鋸イニ；：回附麟ざ・頓・．一

．醗義遡蛍窮頭にな？：てレ鳴暁状を考慮い野饗の艘総．ぞ

　　を進めることとした。　・　　’　覧　　　　　：！　　．

中口含輸送系分科会の葉鞘において’は1憲Erや・riロザツ．ト試験機を，・㍉．き．　卦

　　2段式と鍛式の2鹸打ち上げる必要甑ついで襯賠・浦　
。．

　　減の面かちも検討を行ったが、、2段式ど5澱弐の両方が実肝、1，，∵．　　．

　　龍打上げに脳ら婦こ、ξざ鍛式で騰鍛嬉猷を濫
　　行うが・・5’段式では行やなぴご三と等のため1㌻要望な妥当であ・

　　ると判断された。　・『　　　　　　「　　　’～
．＝

恃ｨ洞嘩花幽どカ∫たったことは朔畜財●
　　料である。　　　　　　　璽　　　　　1一、

こ⑳ち・以下醗言があったρ・，

吉識：文部省宇宙科学研空所め発足に伴い、Mロケットの開発に

　　関する了解事項が瓠継がれるのみならナ、同研究所は研究の
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，一P三三即宇騨発？ため「髄μでい’く・こと．

　　が7三七レ》う・，．　・．レ　．．∬　　，
　　　牛高度三三葡ち上げる場合・2段粛南着火する方法カレ

　　良し・のか。　．∫二．’　、

L中 w1搬靴レてミマ油シが瀬れ賂脚翫1回る・『．

　　』三三吻1’2黙で回忌㌍ち珂るに噸着∫
　　火が必要ζなる。　　　　　㌧　　　　　　F　，　一．’．　、．　’

騨：鍛に三三「タ鞭？て旧離鯉三三瑠う序し・こ㌃

一．欝喰繋ご騨『は’ズ肺討て㌔、

　　　ER倒の⇒榊離≒軸鯉の打貫げ書こ¢ま・ズビ堕

　　ρ’けない方がやりや脚・ので⑫段式肪がメツト醐るポ』

鞭r分科蠕諦闘魚て・頚長輝膠様な囎を持つ
三た々1序騨響期で！ま吋つかの鰭案を慣して・第

　　縁循着嫡髄との繍欝たと聞レ～そいるrご’一ノイ

　　三部舞鵠の幽意覇吋つ照ま・類傘としても．
　　十分に検討したい。
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